
プリオン病病理解剖の推進

解 説

1. 日本におけるプリオン病の解剖数は2000年台広範からは微増したが、解剖率は増加しているとは
いえない。死亡者数が増加しているのは、サーベイランス体制の充実に加え、診断精度の向上、高
齢発症者の増加などが関与しているのであろう。

2. 100歳を超える症例もみられることがあり、特に日本に多いV180I例は高齢発症が多い（平均=79歳
：阿江研究分担者のデータによる）
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令和４年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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100歳を超えるV180Iの症例
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